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ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会

在京１１４人が集い交流深め合う

東
京
近
郊
に
暮
ら
す
本
町
出
身
者
な
ど
が
集
い
、
交
流
を
深
め
合
う

「
ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
」
が
六
月
二
十
日
、
中
野
区
の
サ
ン
プ
ラ
ザ

を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
で
十
九
回
目
を
迎
え
る
同
会
に
は
、

百
十
四
人
が
出
席
。
町
か
ら
も
沼
崎
喜
一
町
長
を
は
じ
め
職
員
四
人
、

町
議
会
か
ら
は
昆
暉
雄
副
議
長
、
さ
ら
に
山
田
町
商
工
会
の
阿
部
幸
栄

会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
総
会
で
本
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予
算
な

ど
を
審
議
し
た
後
、
参
加
者
お
待
ち
か
ね
の
「
懇
親
交
流
の
集
い
」
な

ど
が
開
か
れ
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
に
談
笑
の
輪
が
い
く
つ
も
で
き
る
な

ど
、
年
に
一
度
の
同
郷
人
同
士
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

総
会
で
は
堀
合
辰
夫
会
長
が
「
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
同
会
も
今
年
で

十
九
回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
日
は
時
間
の
許
す
限
り
、
会

員
同
士
の
親
ぼ
く
を
深
め
て
も
ら
い

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
平

成
十
五
年
度
の
事
業
報
告
や
本
年
度

の
事
業
計
画
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
沼
崎
喜
一
町
長
が
町
の

近
況
を
報
告
。「
同
郷
の
会
の
皆
さ

ん
に
は
、
町
の
発
展
に
ご
協
力
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
景
気
の

先
行
き
が
明
る
く
な
っ
て
き
た
と
の

報
道
も
あ
り
ま
す
が
、
地
方
で
は
依

然
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

町
で
は
今
年
四
月
か
ら
役
場
組
織
の

機
構
改
革
や
、
係
制
を
廃
止
し
て
業

務
の
フ
ラ
ッ
ト
化
を
図
る
な
ど
行
財

政
改
革
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
来
年
町
は
合
併
五
十
周

年
を
迎
え
、
昨
年
度
町
で
購
入
し
た

オ
ラ
ン
ダ
島
で
の
観
光
事
業
な
ど
も

計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に

山
田
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
「
懇
親
交
流
の
集

い
」
は
、
昆
暉
雄
町
議
会
副
議
長
の

乾
杯
の
音
頭
で
幕
が
開
け
、
同
郷
人

同
士
が
古
里
を
懐
か
し
み
な
が
ら
、

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
山
田
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

協
会
（
O
藤
幸
男
会
長
）
か
ら
、
小

学
生
の
こ
ろ
板
テ
ニ
ス
が
大
変
上
手

だ
っ
た
名
誉
町
民
で
あ
る
鈴
木
善
幸

先
生
へ
ラ
ケ
ッ
ト
が
贈
呈
さ
れ
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
物
産

販
売
や
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
が

行
わ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
古
里

を
思
い
出
し
満
足
し
た
様
子
。
地
区

ご
と
に
記
念
撮
影
を
行
い
、
最
後
に

参
加
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合

唱
し
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
会

場
を
後
に
し
ま
し
た
。

第１９回

昆暉雄副議長の乾杯で懇親の集いの幕が開けました《写真上》／
名誉町民鈴木善幸先生（代理出席・鈴木俊一衆議院議員秘書の守
本敬子さん＝写真左＝）に山田町ソフトテニス協会（代理贈呈・
昆秩さん）から板テニスのラケットが手渡されました《丸写真》
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【３】

昭和34年に山田から上京し、「ふる里会」には５、
６回目の参加になります。私は沼崎町長とは幼ななじ
みで一緒に缶けりなどをして遊んだ仲なので、町長に
なっていると聞いてびっくりしましたね。生まれ故郷
の織笠にはお盆に必ず帰るようにしています。あのき
れいな海や山、川はどこにいても忘れられるものでは
ありません。古里はいつ帰ってもいいものですね。

美しい自然
忘れられない

東京都足立区

江 森 利
とし

秋
あき

さん（６３歳）
〔織笠出身〕

上京してもう30年になります。「ふる里会」へは友
人と誘い合って毎年欠かさず参加しています。たまに
山田に帰りますが、やっぱり古里はいいですね。町内
の商店が閉店したり、町の過疎化が進んでいるという
話を聞きますが、昔の漁が盛んだった頃のことを思う
と、何とも寂しい気持ちになりますね。地場産業など
で町が発展するように遠くから応援しています。

町の発展を
願っています

埼玉県川口市

木 村 玲
れい

子
こ

さん（７３歳）
〔北浜町出身・旧姓湊〕

「ふる里会」には毎年参加していますが、最近では
家族で参加する人たちも増えて、とても良いことだと
思います。それでも年々参加者の数が減ってきている
のがとても残念ですね。私も一生懸命声をかけて人を
集めているつもりですが、町でもさまざまな年代の人
が参加できるように、宣伝方法を何か工夫してみては
いかがでしょうか。

宣伝方法を
何か工夫しては

千葉県船橋市

川 端 正
まさ

和
かず

さん（５７歳）
〔大浦出身〕

私は若い頃、終戦後まで山田町役場に勤めていまし
た。戸籍の事務を担当していて、役場庁舎の下にあっ
た防空ごうの中で事務を行っていたことを思い出しま
すね。ふる里会には今まで10回以上は参加しています
が、足腰が丈夫なうちはこれからも参加し続けたいで
す。なかなか機会が無くて山田には帰れませんけれど
も、山田にいる友人たちにも会えたらうれしいですね。

これからも
参加し続けたい

埼玉県上尾市

植 田 智
とも

子
こ

さん（７７歳）
〔大沢出身・旧姓千代川〕

特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
で
は
、
当
せ
ん
者

は
う
れ
し
そ
う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た

物
産
販
売
も
行
わ
れ
、
古
里
の

味
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た

懐
か
し
い
人
た
ち
と
の
再
会

で
思
い
出
話
も
弾
み
ま
す


